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雅
な
日
本

華
一
麗
な
シ
情
緒
を

ョ
－
で

び
、
さ
び
は
難
し
い
の
で
、
宝
塚
な
ら

で
は
の
テ
ン
ポ
を
入
れ
て
、
王
朝
あ
り

厩中司
１

夫
琴
と
、
シ
ョ
ー
「
ス
イ
ー
ト
・
タ
イ
フ
ー

澄
秘
ン
」
の
一
一
一
本
立
て
で
す
（
２
月
巧
日
ｌ

団
３
門
月
妬
日
）
。

井
銅
幕
開
け
の
「
花
幻
抄
」
は
、
日
本
の

酒
毒
四
季
を
格
調
高
く
舞
い
踊
り
ま
す
。
ま

だ
お
稽
古
中
の
２
月
初
め
、
出
演
の
杜

け
あ
き
さ
ん
、
一
路
真
輝
さ
ん
、
演
出

の
酒
井
澄
夫
さ
ん
を
訪
ね
て
お
話
し
を

鑑
》
伺
い
ま
し
た
。

○
ブ
・
Ｉ
団銅

■
お
ご
そ
か
に
、
華
麗
に

杜
華
酒
井
今
回
は
海
外
公
演
の
試
作
と
い

く
う
事
で
、
改
め
て
日
本
を
意
識
し
、
日

本
の
良
さ
と
宝
塚
の
良
さ
を
ミ
ッ
ク
ス

し
て
シ
ョ
ー
に
作
り
ま
し
た
。

輝
鋒
杜
私
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
か
ら
初
め

真
雪
て
の
日
本
物
シ
ョ
ー
な
ん
で
す
。
酒
井

路
》
椎
嘩
や
峠
認
鐸
溺
挫
、
郡
聯
睡
』
唾
醗

一
套
日
本
物
は
好
き
だ
し
、
嬉
し
く
て
仕
方

な
い
ん
で
す
。

酒
井
日
本
の
花
、
庭
、
四
季
ね
。
わ

呼
力
ラ
ヅ
カ
対
獄
璽

太
鼓
あ
り
で
盛
り
沢
山
過
ぎ
る
気
味
も

あ
る
け
ど
、
宝
塚
で
浄
化
す
る
と
美
し

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

杜
私
は
四
場
面
に
出
ま
す
が
、
最
初

あ
や

は
厳
か
に
出
て
、
祭
は
粋
に
次
が
妖
し

く
（
笑
）
最
後
が
美
し
く
・
短
か
く
場

面
が
変
わ
る
ん
で
す
ね
。

酒
井
一
場
面
３
分
位
。
そ
こ
が
海
外

を
意
識
し
て
い
る
所
で
す
。

杜
宝
塚
は
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
と
若
衆
に

代
表
さ
れ
る
位
と
思
っ
て
ま
す
の
で
、

貴
品
と
中
性
的
な
美
し
さ
を
出
せ
る
若

衆
の
場
面
は
、
皆
で
バ
シ
ッ
と
決
め
た

い
ね
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
し
か
し
、
や
く
ざ
や
無
法
松
も

演
れ
ぱ
、
光
源
氏
も
ベ
ル
サ
イ
ユ
も
宝

塚
に
な
っ
ち
ゃ
う
っ
て
す
ご
い
よ
ね
。

杜
海
外
を
意
識
し
て
っ
て
言
っ
て
も

私
達
は
い
つ
も
通
り
っ
て
思
っ
て
る
ん

で
す
よ
。
普
段
の
も
の
を
海
外
で
見
て

も
ら
う
事
が
評
価
だ
と
思
い
ま
す
し
。

一
路
日
本
で
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の

１
７２
１

雪
組
大
劇
場
公
演
は
、
宝
塚
舞
踊
詩

「
花
幻
抄
」
、
コ
メ
デ
ィ
「
恋
さ
わ
ぎ
」
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山風韓門や寺挿吊

灘蕊》
針
》
冊
｛
》

”
蜂
錨
鱒
鋳
冊
鍵

》
》
踊
抽
一

鱗 蕊垂

静拶

が
、
海
外
で
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。

杜
言
葉
に
し
て
も
、
い
く
ら
〃
旧
０
５
〃

っ
て
連
発
し
て
も
、
〃
愛
し
て
る
″
っ

て
言
う
程
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
な
い
の

ね
。
い
つ
も
演
っ
て
る
も
の
を
持
っ
て

行
っ
て
、
ダ
メ
な
ら
ダ
メ
で
い
い
じ
ゃ

な
い
と
思
っ
ち
ゃ
う
。
単
純
す
ぎ
る
か

な
（
笑
）
。

酒
井
日
本
人
こ
そ
感
性
豊
か
な
ん
だ

曜豚０

１儒蕊

か
ら
、
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

門

鶴

杜
太
鼓
っ
て
叩
け
ば
嶋
る
っ
て
思
っ

て
た
け
ど
（
笑
）
難
し
い
の
ね
。
い
い

音
出
な
い
し
、
全
身
筋
肉
痛
。
テ
レ
ビ

で
隠
し
芸
大
会
と
か
見
て
、
あ
ん
な
の

簡
単
だ
よ
っ
て
言
っ
て
た
事
、
バ
チ
が

当
り
そ
う
（
笑
）
。

一
路
前
の
、
〃
花
夢
幻
″
は
カ
リ
ン

チ
ヨ
さ
ん
（
杜
）
が
三
番
手
の
時
、
私

は
雪
の
精
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
カ
リ
ン

チ
ヨ
さ
ん
の
日
舞
や
日
本
物
は
尊
敬
し

；

ち
や
い
ま
す
。

杜
今
回
は
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が
あ
っ

て
難
し
い
で
す
け
ど
、
カ
ラ
ッ
ヵ
ラ
ッ

と
カ
ラ
ー
を
変
え
て
い
く
の
が
。
あ
つ

｝
紬
落
ち
や
っ
た
参
る
・
私
、
チ
ョ
ン
パ
を

演
る
夢
は
二
番
手
の
時
叶
っ
て
、
次
は

若
衆
の
ボ
レ
ロ
が
夢
だ
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
前
に
あ
っ
て
、

頂
点
に
昇
り
詰
め
る
様
に
と
思
っ
て
ま

す
。
一
番
楽
し
い
の
は
太
鼓
だ
け
ど
。

一
路
皆
そ
う
で
す
よ
。
太
鼓
の
時
は

イ
キ
イ
キ
し
て
る
（
笑
）
。悪

：＆轡…虚．

’1鎚肌

蟻憩驚“

唖
鰯

§

呼
一
玲
嘩
零
詞

鍵
鰯

鐘
・
・

麓欝
明

畷霧、

＆

鳥
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杜
ま
あ
、
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
で
（
笑
）
。

’
7４
１

が
、
石
庭
で
日
本
の
心
を
出
せ
た
ら

と
、
尺
八
だ
け
で
一
路
さ
ん
に
素
踊
り

し
て
も
ら
い
ま
す
。

一
路
邦
楽
な
ら
太
鼓
や
三
味
線
で
間

が
分
か
り
か
け
て
来
た
け
ど
、
尺
八
だ

け
で
ピ
ー
、
ピ
ャ
ー
だ
け
で
、
ど
の
ピ

ー
か
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
先

生
が
こ
の
ピ
ッ
ピ
ー
で
す
よ
っ
て
お
っ

し
ゃ
っ
て
も
、
家
で
テ
ー
プ
聞
い
た
ら

全
部
い
っ
し
ょ
な
の
（
笑
）
。

酒
井
不
思
議
な
の
は
ね
、
難
か
し
い

と
言
っ
た
り
、
前
は
日
舞
を
こ
ん
な
に

踊
れ
な
か
っ
た
は
ず
だ
け
ど
と
思
う
人

も
、
出
来
ち
ゃ
う
の
ね
。
い
つ
の
間
に

っ
て
、
と
っ
て
も
不
思
議
な
の
。

｢ 若衆のボレロが夢だったの」「尺八だけでの素踊りは、間をとるのが大変」

杜
い
つ
、
ど
ん
な
役
が
来
る
か
分
か

ら
な
い
か
ら
、
日
頃
の
レ
ッ
ス
ン
で
す

ね
。
私
が
不
思
議
だ
っ
た
の
は
、
下
級

生
の
時
、
上
級
生
が
ど
ん
ど
ん
若
く
な

る
っ
て
感
じ
た
事
。

酒
井
ツ
レ
（
鳳
蘭
）
が
よ
く
〃
私
き
れ

い
で
し
ょ
″
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
自

己
暗
示
と
Ｐ
Ｒ
ね
。
三
千
人
の
目
を
集

め
る
ん
だ
か
ら
普
通
の
人
じ
ゃ
な
い
。

杜
タ
ー
コ
さ
ん
（
麻
実
）
が
、
宝
塚

で
主
役
張
っ
た
ら
ど
ん
な
所
で
も
怖
い

も
の
な
し
っ
て
言
っ
て
ら
し
た
。

酒
井
大
き
な
所
で
見
せ
る
力
で
宝
塚

に
勝
つ
人
は
居
な
い
の
じ
や
な
い
か
な

杜
先
生
方
教
育
者
が
素
晴
し
い
か
ら

で
す
。
そ
れ
と
、
こ
れ
の
次
は
違
う
も

の
を
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
宝

塚
っ
て
得
で
す
ね
。

酒
井
学
校
形
式
の
良
さ
ね
。
ダ
メ
だ

っ
て
言
っ
て
も
放
っ
て
お
か
な
い
。

一
路
稽
古
段
階
を
温
く
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

杜
信
じ
て
、
い
つ
か
出
来
る
っ
て
。

裏
切
る
人
も
た
ま
に
居
た
り
し
て
（
笑
）

一
路
〃
花
夢
幻
″
の
時
、
舞
台
稽
古

で
振
付
け
に
日
舞
の
各
流
派
の
お
家
元

が
ズ
ラ
リ
と
来
て
下
さ
い
ま
し
た
ね
。

酒
井
今
度
も
宝
塚
な
ら
っ
て
、
ジ
ュ

サ
ブ
ロ
ー
先
生
も
イ
ソ
イ
ソ
と
、
服
部

先
生
も
忙
し
い
け
ど
、
タ
カ
ラ
ヅ
カ
は

興
味
あ
る
か
ら
、
っ
て
来
て
下
さ
っ
た

り
、
有
難
い
事
で
す
ね
。

杜
日
本
の
心
を
舞
い
演
じ
る
〃
花
幻

抄
〃
。
ど
う
ぞ
見
に
来
て
下
さ
い
。

（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
カ
ラ
ベ
ル
に
て
）

■
可
憐
な
歌
詞
は
人
格
？

一
路
春
日
野
先
生
や
麻
実
れ
い
さ
ん

が
踊
っ
て
い
ら
し
た
曲
と
か
、
ボ
レ
ロ

も
同
じ
曲
だ
っ
た
り
で
、
前
の
時
と
自

分
の
立
場
が
違
っ
て
い
る
事
も
合
わ
せ

て
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
ね
。

杜
曲
が
と
っ
て
も
き
れ
い
の
ね
。
服

部
克
久
先
生
の
曲
で
す
け
ど
、
酒
井
先

生
の
詩
っ
て
先
生
を
見
て
て
想
像
つ
か

な
い
く
ら
い
可
憐
な
の
（
笑
）
。

酒
井
言
葉
を
大
切
に
し
て
、
言
葉
の

美
し
さ
と
発
音
の
美
し
さ
に
、
知
恵
を

搾
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

杜
気
高
く
美
し
く
、
そ
し
て
可
憐
っ

て
い
う
の
は
先
生
の
人
格
か
し
ら
（
笑
）

メ
ロ
デ
ィ
と
詩
が
ピ
タ
ッ
と
し
て
い
る

の
は
本
当
に
唄
い
易
く
て
、
今
度
の
は

ほ
と
ん
ど
が
ガ
ッ
チ
リ
し
て
る
の
ね
。

一
路
覚
え
や
す
い
の
ね
。

酒
井
衣
裳
は
辻
村
ジ
ュ
サ
ブ
ロ
ー
さ

ん
で
、
洋
花
を
日
本
模
様
の
パ
タ
ー
ン

に
組
み
込
ん
だ
の
が
す
ご
い
で
す
ね
。

杜
エ
ナ
メ
ル
が
入
っ
て
た
り
し
て
す

ご
く
き
れ
い
。

酒
井
杜
さ
ん
は
あ
ざ
み
、
鮎
ち
ゃ
ん

が
ポ
ピ
！
と
か
ね
。
純
日
本
色
で
、
色

の
組
み
合
わ
せ
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、

色
と
色
を
ケ
ン
カ
さ
す
っ
て
お
っ
し
ゃ

っ
て
ま
し
た
。
相
当
悩
ん
で
作
っ
て
下

さ
っ
た
よ
う
で
す
よ
。

杜
大
変
な
ん
で
す
ね
。

酒
井
そ
の
衣
裳
が
出
て
く
る
前
で
す
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鳳鳳の杜けあき、鮎ゆうき

日
⑳
宝
塚
舞
踊
詩
『
花
幻
抄
』

Ｇ
花
の
王
朝
の
雛
祭
り
、

私
公
達
（
杜
、
一
路
）
、
上
蛎

吟
Ｐ
（
鮎
、
城
）
の
華
や
か
な

踊
り
か
ら
始
ま
り
、
梅
の
下
で

の
恋
の
回
想
、
粋
に
若
衆
の
太

鼓
の
夏
祭
り
、
員
珠
沙
華
を
め

ぐ
る
愛
の
幻
想
、
雪
の
若
衆
と

美
女
の
踊
り
な
ど
、
四
季
と
花

を
テ
ー
マ
に
し
た
華
麗
な
日
本

物
シ
ョ
ー
。

●
コ
メ
デ
ィ
『
恋
さ
わ
ぎ
』

親
に
反
対
さ
れ
て
い
る
恋
人

同
士
太
郎
（
燕
）
と
花
子
（
朝

霧
）
を
、
仲
間
の
三
郎
丸
（
一

路
）
と
次
郎
丸
（
高
嶺
）
が
助

け
て
、
二
人
の
恋
を
成
就
さ
せ

る
日
本
物
喜
劇
。

阪急宝塚南口駅、徒歩３分･ 阪急宝塚駅、徒歩５分
〒6 6 5 宝塚市武庫川町４７－１公0 7 9 7 ( 8 1 ) 0 0 0 1

極楽鳥になる一路真輝イ

ＭＥＳＳＡＧＥ
ｆｒｏｍ

ＴＡＫＡＲＡＺＵＫＡ

、
友
の
会
へ
の
お
誘
い

素
敵
な
夢
を
贈
り
続
け

る
宝
塚
の
舞
台
。
そ
の
レ

デ
ィ
ド
リ
ー
マ
ー
の
世
界

小粋にコメディを、
一路真輝

レストラン

コク燕ﾙル#為

フ
ー
ン
』

若
々
し
い
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

世
界
に
広
が
っ
て
、
様
々
な
出

来
事
を
巻
き
起
こ
し
、
人
々
の

心
の
中
に
希
望
や
喜
び
を
与
え

る
〃
風
″
、
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ョ
ー
作
品
。

☆
大
劇
場
雪
組
公
演
①
宝
塚
舞
踊
詩
「
花

幻
抄
」
酒
井
澄
夫
作
・
演
出
。
②
コ
メ
デ

ィ
「
恋
さ
わ
ぎ
』
酒
井
澄
夫
作
・
演
出
。

一
路
真
輝
を
中
心
に
、
若
手

メ
ン
バ
ー
が
活
躍
す
る
。

●
シ
ョ
ー
『
ス
イ
ー
ト
・
タ
イ

架
け
橋
、
宝
塚
友
の
会
に

た
も
入
り
ま
せ
ん
か
。

員
／
六
カ
月
三
千
三
百

毎
月
「
歌
劇
」
を
郵
送
。

員
／
六
カ
月
三
千
三
百

毎
月
「
宝
塚
グ
ラ
フ
」
を

霧
壷鰯、三『てスイリ
。ご宿泊( 朝食付）お一様署5 . 5 0 0
< 税別＞全室パス・ＴＶ付

の
他
、
友
の
会
行
事
へ
の

、
座
席
予
約
な
ど
の
特
典

り
ま
す
。

の
道
に
あ
る
友
の
会
サ
ロ

は
宝
塚
の
情
報
が
い
つ
ぱ

気
軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
・
申
込
み
は

友
の
会
サ
ロ
ン
〒
師
宝

栄
町
１
の
１
の
訂
容
０
７

価
６
８
０
１
郵
便
振
替

神
戸
９
１
１
３
２
８
６

職窯おし: 吃花舗そ糾溌樫樫誌| N E W S

宝塚歌劇座席券セットのホテル

宝鰯レデ. f 一スイソ1 Ｆー琴

会
員
／
一
年
二
千
二
百

毎
月
「
宝
塚
だ
よ
り
」
を

③
シ
ョ
ー
「
ス
イ
ー
ト
・
タ
イ
フ
ー
ン
」

三
木
章
雄
作
・
演
出
。
出
演
杜
け
あ
き
、

一
路
真
輝
、
城
火
呂
絵
他
。
２
／
帽
１
３

／
調
。
Ｓ
４
１
０
０
円
、
Ａ
２
８
０
０
円

Ｂ
１
８
０
０
円
、
Ｃ
８
０
０
円
。

★
３
／
調
１
５
／
７
の
大
劇
場
月
組
公
演

は
涼
風
真
世
ト
ッ
プ
披
露
公
演
「
ベ
ル
サ

イ
ユ
の
ば
ら
ｌ
オ
ス
カ
ル
福
」
で
す
。
池

田
理
代
子
作
、
植
田
紳
雨
演
出
。
出
演
は

オ
ス
カ
ル
に
涼
風
真
世
、
ア
ン
ド
レ
に
天

海
祐
希
、
そ
し
て
各
組
か
ら
杜
け
あ
き
、

日
向
蕪
、
大
浦
み
ず
き
、
と
役
変
わ
り
で

す
。ｕ

●
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ォ
ベ
レ

ー
』
ツ
タ
『
微
笑
み
の
国
』

ＡＨ
１
９
１
２
年
の
ウ
ィ
ー

Ｗ
ン
と
清
国
を
舞
台
に
、
皇

Ｏ
帝
ス
ー
・
ホ
ン
（
一
路
真

旧
輝
）
と
、
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ

ル
ス
伯
の
娘
リ
ー
ザ
（
純
名
里

沙
）
の
愛
と
苦
悩
を
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
的
な
減
出
で
、
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
に
展
開
す
る
。
一
路
真

輝
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
魅
力
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
。

☆
パ
ウ
ホ
ー
ル
雪
組
公
演
パ
ウ
・
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
微
笑
み
の
国
」
村

上
信
夫
演
出
。
出
演
一
路
真
輝
、
純
名
里

沙
、
和
央
よ
う
か
他
。
４
／
訂
１
５
／
Ⅷ雪雲回1夙回'； ■
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★
田
中
千
代
服
飾
専
門
学
校
２
年
度
専
攻
科
学
生
卒

業
作
品
シ
ョ
ー
、
多
彩
な
作
品
Ｈ

Ｐ
Ｏ
Ｗ
ｗ
Ｏ
Ｗ
１
成
功
を
祈
る
お
ま
じ
な
い
Ｉ

☆
春
一
番
ｃ
西
田
武
生
切
春
夏
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
華
や
か
に
発
表
叫

２
月
５
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
「
有
明
の

間
」
で
西
田
武
生
切
春
夏
新
作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
開

他
さ
れ
た
。
今
春
夏
の
テ
ー
マ
は
「
庭
園
の
誘
い
」
。

ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン
ま
た
は
夕
方
の
ア
フ
タ
ｉ
フ
γ
イ

ブ
、
パ
リ
の
ホ
テ
ル
リ
ッ
ッ
の
庭
園
や
プ
ロ
ー
ー
ー
ュ

の
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
出
か
け
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
で
の
社
交
着
が
中
心
。
ぱ
っ
と
花
が
咲
い
た
よ
う

な
春
を
思
わ
せ
る
華
や
か
で
や
さ
し
い
プ
リ
ン
ト
に

き
ら
き
ら
姉
く
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
の
イ
ヤ
リ
ン

グ
。
シ
ン
プ
ル
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン

ス
ー
ツ
。
ブ
レ
ザ
ー
の
丈
が
長
く
、
ミ
ニ
の
ス
カ
ー

ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
美
し
い
。
釦
年
代
を
意
識
し
た

ベ
ピ
ド
ー
ル
を
思
わ
せ
る
ド
レ
ス
は
新
鮮
だ
。
流
行

の
ラ
メ
の
入
っ
た
素
材
は
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
装
い
。
光

る
生
地
は
ま
す
ま
す
ト
レ
ン
デ
ィ
に
な
り
そ
う
だ
。

国
大
丸
神
戸
店
パ
リ
・
カ
ン
ポ
ン
通
り
本
店
の
イ
メ

ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
の
シ
ャ
ネ
ル
プ
テ
ィ
ッ
ク
に
て
。

大賞の南洋子さん

■
大
丸
神
戸
店
西
田
武
生
ブ
テ
ィ
ッ
ク

中
央
区
明
町
㈹
宮
矧
１
８
１
２
１

☆
ジ
パ
ン
シ
ィ
初
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
発
表
Ⅱ

２
月
７
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
妬
階
「
レ

イ
ン
ポ
ー
の
問
」
で
ジ
バ
ン
シ
ィ
ヌ
ー
ベ
ル
ブ
テ
ィ

ヅ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。
今
回
の
作
品

は
率
ｌ
調
歳
を
対
象
と
し
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
単
品
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ン
と
妬
ｌ
錨
歳

…＝

１
７６
１l鵜上

§､－点 錘劃自
錘
需
騨
露
騨
鶏
祁
瀧
蕊
輿
錨
，
謡
．
齢
識
鍛
誇
蕊
譲
蕊
鐸

畠 Ｙ

扇
邑
畠
閉
園
夢
吻
塁
国
邑
望
吻
唱
④
胃

蕊§

春風のよう／活動的な美しさ

を
対
象
と
し
た
本
格
的
な
外
出
着
の
ヌ
ー
ベ
ル
ブ
テ

ィ
ッ
ク
ラ
イ
ン
の
２
つ
の
ラ
イ
ン
か
ら
な
っ
て
い

ろ
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ン
で
は
特
に
色
が
マ
リ
ー
ン

ー
紺
、
赤
、
白
を
主
体
と
し
て
明
る
く
活
動
的
な
女

性
を
表
現
。
ヌ
ー
ベ
ル
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ン
で
は
レ

ー
ス
の
フ
リ
ル
刺
剥
物
で
よ
り
豪
華
な
ふ
ん
囲
気
を

出
し
て
い
る
。
ジ
バ
ン
シ
ィ
な
ら
で
は
の
色
の
組
み

合
わ
せ
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
カ
ラ
ー
は
、
は
つ
ら
つ

と
し
た
テ
ー
マ
を
感
じ
さ
せ
る
。
お
母
様
と
お
鯉
様

両
方
が
楽
し
め
る
い
つ
も
に
な
い
新
し
い
展
開
だ
。

回
大
丸
神
戸
店
ジ
バ
ン
シ
ィ
サ
ロ
ン
で
は
パ
リ
直
送

の
素
材
と
パ
タ
ー
ン
を
高
度
な
技
術
で
再
現
。

塊

★
シ
ャ
ネ
ル
切
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅲ
デ
ィ
タ
イ
ム

か
ら
ア
フ
タ
ー
５
、
グ
ラ
ン
ド
ソ
ワ
レ
ま
で

２
月
９
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
「
大
輪
田

の
間
」
で
シ
ャ
ネ
ル
切
春
夏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
発
表

さ
れ
た
。
例
年
度
春
夏
の
女
性
像
は
よ
り
若
々
し
く

よ
り
自
由
に
。
ロ
ン
グ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
ス
ー
ツ
、
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
と
ス
パ
ッ
ツ
の
組
み
合
わ
せ
は
若
々
し

く
大
胆
。
愛
ら
し
く
優
雅
な
ト
ラ
ペ
ー
ス
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
。
コ
ッ
ト
ン
ヴ
ォ
イ
ル
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
シ
ョ
ー
ト

パ
ン
ッ
、
カ
ラ
フ
ル
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
よ
く
映
え

る
。
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
ソ
フ
ィ
ス
テ
ィ
ケ
イ
ト
な
ス
パ

ン
コ
ー
ル
刺
繍
の
サ
ー
フ
ァ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
。
オ
ー

ガ
ン
ザ
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
で
ジ
プ
シ
ー
の
よ
う
に
自

由
に
踊
る
。
主
任
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
カ
ー
ル
ラ
ガ
フ
ェ

ル
ド
。
そ
の
知
的
好
奇
心
で
マ
ド
マ
ゼ
ル
シ
ャ
ネ
ル

の
一
言
葉
〃
ス
ポ
ー
ツ
を
了
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ヴ
に
〃
を

自
由
に
遊
び
ま
す
。

途（

司一. 一クなウエア

ゴールド革のジャケット

■
灘
区
永
手
町
２
１
３
１
Ⅳ
哲
醐
－
３
９
４
７

☆
神
戸
服
装
専
門
学
校
Ⅶ
春
夏
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
学
生
作
品
発
表
会
開
催
別

１
月
”
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
県
民
会
館
で
神
戸

服
装
専
門
学
校
の
学
生
作
品
発
表
会
が
兵
庫
県
、
神

戸
市
、
神
戸
新
川
社
、
サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
後
後

で
行
な
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
モ
ダ
ン
コ
ス
ミ
ッ

ク
」
（
宇
宙
へ
の
あ
こ
が
れ
）
。
地
球
環
境
を
大
切
に

す
る
一
言
１
エ
イ
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
宇
宙
に
目
を
向

け
た
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
大
き
な
視
野
の
も
と
に
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
を
目
ざ
す
若
さ
一
杯
の
自
作

自
淡
の
作
品
を
発
表
。
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
色

を
ポ
イ
ン
ト
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
も
の
子
供
服
な
ど
二

百
三
十
点
が
披
露
さ
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

|i議訓一
＆ｉｆ

ＭＦ館藍

を
合
言
葉
に
プ
テ
ィ
ト
・
カ
ミ
ー
ヌ
（
か
わ
い
い
お

て
ん
ば
さ
ん
）
達
が
創
り
だ
し
た
想
像
の
世
界
へ
．
．
．

と
い
う
こ
と
で
田
中
千
代
服
飾
専
門
学
校
卒
業
作
品

シ
ロ
ー
が
２
月
９
日
、
田
中
千
代
服
飾
専
門
学
校
で

服
か
れ
た
。
作
品
は
バ
イ
ク
、
ス
キ
ー
、
テ
ニ
ス
、

サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
、
民
族
調
の
も

の
、
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
や
う
さ
ぎ
の
衣
裳
、
チ

ャ
ッ
プ
リ
ン
の
衣
裳
、
子
供
服
、
怪
獣
の
ぬ
い
ぐ
る

み
、
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
ド
レ
ス
、
毛
皮
の
デ
ザ
イ

ン
、
パ
ー
テ
ィ
ド
レ
ス
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
な

ど
多
菰
多
棟
。
客
席
か
ら
は
歓
声
が
上
が
る
楽
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
だ
っ
た
。

鷺
画
芦
屋
市
大
原
町
副
ｌ
循

回
０
７
９
７
１
劃
１
０
６
６
１
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クラランスカウンター本館２階化粧品売場にデビュー。

噂のトータルスキンケアをバリ発

Ｉ

蕊
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一

●

Ｐｅａｒｌ＆
ＪｅｗｅｌＩｒｙ
■対談

璽迩Ｉ 宝
石
を
買
う
女
ぱ

水
野
正
夫
Ｖ
Ｓ

一

・一ノ
‐一ヨ一ヨ

ー

好
き
で
す
糸
／

田
崎
俊
作

〈
田
崎
真
珠
株
式
会
社
社
長
〉

東
京
・
銀
座
八
丁
目
に
誕
生
し
た

田
崎
真
珠
の
銀
座
本
店
は
、
獅
子
の

彫
刻
と
大
理
石
に
彩
ら
れ
た
ロ
コ
コ

風
の
優
美
な
装
飾
の
本
格
宝
飾
店
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
水
野
正
夫
さ
ん
を

二
階
の
サ
ロ
ン
に
迎
え
て
田
崎
俊
作

社
長
と
の
熱
の
こ
も
っ
た
宝
飾
談
義

は
、
宝
石
の
よ
う
な
楽
し
さ
で
す
。

水
野
パ
リ
の
家
が
バ
ン
ド
ー
ム
の

側
で
、
あ
そ
こ
を
ぐ
る
つ
と
廻
る
と

豊
か
な
気
分
（
笑
）
宝
石
は
見
な
き
ゃ

ダ
メ
で
す
よ
。
リ
ュ
ー
ド
ラ
ッ
ペ
の

ポ
ワ
レ
っ
て
店
に
は
い
い
デ
ザ
イ
ナ

ー
が
い
る
。
今
風
で
い
い
宝
石
使
っ

て
洋
服
に
合
う
デ
ザ
イ
ン
な
ん
で
す

服
に
フ
ァ
ッ
ー
と
合
う
ん
で
す
よ
。

田
嶋
虹
年
ジ
ャ
パ
ン
ダ
イ
ャ
モ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
う
ち

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
グ
ラ
ン
プ
リ
と
審

査
員
特
別
賞
を
も
ら
い
、
他
に
６
人

入
賞
し
ま
し
た
。
汚
年
に
始
ま
っ
た

パ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
も

毎
年
入
賞
し
て
い
る
の
で
す
よ
。

水
野
洋
服
に
は
限
度
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
服
は
宝
石
で
仕
上
げ
な

い
と
仕
上
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア

で
種
れ
る
羊
毛
は
金
と
同
じ
値
段
、

こ
れ
で
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
最
高
の

服
を
創
っ
て
も
四
・
五
百
万
円
。
後
は

何
で
競
う
か
っ
て
い
う
と
宝
石
（
笑
）

一

〈
デ
ザ
イ
ナ
ー
〉
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琶騨

田崎銀座本店
ジュエリー夢空間

東京都中央区銀座８丁目９－．１５
(03）3575-4180

制
一ｌ

ｒ－ﾔ’

宝室室一三画註

ゆ田崎真珠
神戸市中央区港島中町６－３－２

、（０７８）302-3321(代表）

オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
リ
ア
ナ
女
王
は
真
日
本
じ
ゃ
土
地
や
株
も
つ
て
り
や
い
ら
は
そ
ん
な
時
代
だ
し
、
男
の
宝
石

枚
し
か
服
が
な
い
と
い
う
噂
で
（
笑
）
い
価
値
感
。
欧
州
は
宝
石
で
す
よ
。
も
者
え
な
い
と
い
け
な
い
ね

後
は
宝
石
つ
け
る
か
ら
洋
服
が
い
ら
田
崎
宝
石
に
は
立
派
な
歴
史
が
あ
。
水
野
男
が
宝
石
を
競
い
だ
し
た
ら

な
い
（
笑
）
Ｈ
本
で
も
こ
れ
か
ら
宝
石
っ
て
そ
れ
が
宝
石
の
価
値
を
高
め
る
女
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
（
笑
）

が
強
く
な
る
。
水
野
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
ト
プ
カ
僕
は
七
月
生
れ
で
獅
子
座
で
ル
ビ
ー

田
崎
大
型
化
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ピ
で
宝
剣
の
柄
が
凄
い
》
一
メ
ラ
ル
ド
な
の
で
、
紅
い
宝
石
を
男
が
つ
け
る

水
野
パ
リ
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル

な
の
（
笑
）
こ
ち
ら
の
お
店
で
も
買
え
の
で
探
し
て
探
し
て
…
。

じ
ゃ
背
、
洋
服
創
る
と
宝
石
の
保
証

な
く
て
も
い
い
も
の
観
る
〃
眼
″
を

ス
ペ
イ
ン
で
ブ
ラ
シ
，
、
‐
の
ル
ビ
ー

を
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
す
る
ん
で
す
よ
。

あ
る
Ⅱ
の
為
に
借
り
る
の
ね
（
笑
）
宝
養
わ
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
《
》
を
探
し
て
指
輪
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
…
。

石
が
判
ら
な
い
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
出
来
田
崎
真
珠
で
も
宝
石
で
も
、
い
い
田
崎
ほ
Ｉ
／
、
こ
れ
は
凄
い
。

な
い
。
宝
石
の
余
地
を
明
け
る
の
ね
も
の
か
ら
見
な
い
と
目
標
が
な
く
な
水
野
ど
う
で
す
こ
れ
か
ら
は
還
暦

田崎俊作さん水野正夫さん

る
。
欲
し
い
と
思
う
い
い
も
の
を
デ
に
ル
ビ
ー
な
ん
て
。

ザ
イ
ナ
ー
も
見
て
い
な
い
と
…
。

田
崎
お
し
ゃ
れ
だ
し
そ
り
や
い
い
ノ

水
野
宝
石
は
男
が
理
解
が
な
い
と
水
野
学
生
時
代
に
パ
リ
で
驚
い
た

女
房
が
欲
し
い
っ
て
時
お
金
を
足
し
の
は
、
服
は
み
す
ぼ
ら
し
く
て
も
夕

て
や
り
ま
し
た
よ
（
笑
）
女
の
人
の
イ
タ
ッ
ク
が
抜
群
の
男
の
人
。
だ
が

ス
ケ
・
‐
ル
じ
ゃ
買
え
な
い
。
い
い
も
ら
宝
石
が
そ
の
人
の
歴
史
と
品
性
と

生
き
様
を
見
せ
る
も
ん
で
す
よ
。
一
一

の
つ
け
て
な
い
と
僕
が
恥
か
，
〉
い
。

ユ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
イ
ト

今
迄
は
女
性
経
済
だ
か
ら
考
え
な
し

に
売
れ
た
で
し
よ
。
こ
れ
か
ら
は
家
ウ
の
マ
ダ
ム
が
テ
ィ
フ
ァ
ー
ー
Ｉ
で
、

庭
の
中
で
、
男
が
し
っ
か
り
観
て
買
ピ
ー
ス
の
正
方
形
の
宝
石
を
買
っ
て

（
笑
）
で
も
土
地
買
う
鐘
よ
り
、
宝
石

う
中
に
宝
石
が
あ
る
と
思
う
。

田
略
ご
夫
婦
で
買
物
し
て
宝
石
は
を
欲
し
が
る
難
宝
石
を
買
う
蛇
っ

ご
主
人
が
熱
心
で
す
よ
。
こ
れ
か
て
好
き
で
す
よ
。

鵬

雛灘

！
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ワ b
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１

御
進
物
・
御
贈
答
に
最
高
の
風
格

四
店
共
通
の
御
仕
立
券
付
御
洋
服
生
地

ギ
フ
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
御
利
用
下
さ
い
。

』
価
些
統
の
心
を
縫
う
一
千
造
り
の
司
風
礎
硲

瓢
僻

識沌 リ

一

鞠

ＱＡ
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鋒鋒

ノ

亜

？

亜洋服, 牌蕊蕊
東京・大阪・神戸・姫路

神戸市中央区磯上通8 - 1 - 3 2 グリーンビルT E L O 7 8 - 2 5 1 - 8 5 0 1 ㈹
営業時間９: 3 0 A M ～6 : 3 O P M 定休日毎月曜日と第１・第３火曜日

、

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



息
曲
Ｌ

ＤＵ

１

ボ
ク
の
名
は
〃
コ
ウ
ベ
ッ
コ
〃

撮
影
／
竹
崎
譲
司
…

ボ
ク
の
名
は
〃
コ
ウ
ベ
ッ
コ
“
・
ベ
ル
ギ
ー
語
で
は
、
ボ
ク
の
す
て
き
な
パ
パ
は
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
総
領
事
館
の
Ｍ
・
ゴ
ブ

」
ｍ
ア
ヱ
ｉ
三
ア
の
Ｆ
Ｏ
弱
、
六
○
ｍ
ｍ
六
六
○

レ
ダ
ル
ヴ
ィ
エ
ラ
伯
爵
。
美
人
の
マ
マ
は
バ
ー
バ
ラ
・
ニ
ー
ル
ス
。

カ
ナ
デ
イ
ア
ン
ー
年
生
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
兄
貴
と
、
六
甲
の
大
月

１
９
８
９
年
Ⅱ
月
２
日
、
神
戸
の
有
馬
病
院
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
台
に
住
ん
で
い
ま
す
。

む
釦
周
年
記
念
グ
ラ
ビ
ヤ

象
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噸』

隣
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串

』

勾垂皇

鱗
”

卓

欝潔

轄一＝，
司

一＝ﾆ ﾆ ｰ 華

Ｐ

４‐豊』

癖

”1

11、

動

＝､
陣

レ
ボ
ク
、
美
人
の
マ
マ
大
好
き
ノ

▲
ボ
ク
、
こ
ん
な
箱
の
中
で
遊
ぶ
の

キ
ラ
ー
イ
ノ
．

ｑ
パ
パ
と
マ
マ
と
兄
貴
と
ボ
ク
と
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
す
べ
り
台
し
た
ヨ
ノ
．

（
大
月
台
公
園
に
て
）
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ボ
ク
は
い
ま
、
１
才
と
２
ヵ
月
だ
け
ど
日
本
の
ラ
イ
ス
、
ソ
バ
、

サ
シ
ミ
、
ス
シ
が
大
好
物
。

シ
ャ
ン
ペ
ン
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
も
大
好
き
。
そ

れ
に
神
戸
の
女
の
子
も
…
…
。
そ
れ
に
、
音
楽
が
鳴
る
と
ダ
ン
ス

も
踊
る
よ
ノ
ヘ
イ
ッ
ノ

ー
’
た
陶
気
で
お
茶
目
な
コ
ウ
ベ
ッ
コ
ク
ン
は
、
根
っ
か
ら
の
神
戸

っ
子
。
大
き
く
な
っ
た
ら
パ
パ
み
た
い
に
美
人
の
お
嫁
さ
ん
を
も

ら
っ
て
．
ま
た
神
戸
へ
来
て
ね
Ｉ
。

パ
パ
が
日
本
へ
や
っ
て
来
た
の
は
二
年
前
、
東
京
が
最
初
で
し

た
が
、
半
年
経
っ
て
大
阪
へ
移
り
、
住
い
が
神
戸
に
な
り
ま
し
た
。

神
戸
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
る
パ
パ
は
ボ
ク
が
、
大
き
く
な
っ
た

と
き
の
メ
モ
リ
ア
ル
に
と
〃
コ
ウ
ベ
ッ
コ
〃
の
名
前
を
つ
け
て
く

れ
た
の
で
す
。
パ
パ
は
「
有
馬
で
生
ま
れ
た
の
で
ア
リ
マ
ツ
子
、

六
甲
に
住
ん
で
い
る
の
で
ロ
ッ
コ
ウ
ッ
子
だ
／
，
」
ナ
ン
テ
。

六
甲
は
空
気
が
き
れ
い
で
、
ミ
ナ
ト
神
戸
の
景
色
も
い
い
し
、

大
月
台
公
園
の
ひ
ろ
ば
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
。
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